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一
般
質
問

一
般
質
問

矢
口
政
一
議
員

　神
室
ダ

ム
に
係
る
町
・
県
の
地
域

防
災
計
画
の
記
述
内
容
の

見
直
し
は
あ
る
の
か
、
ま

た
、
崩
壊
は
想
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。

武
内
町
民
税
務
課
長

　

「
金
山
町
地
域
防
災
計

画
」
に
基
づ
き
、
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
必
要
に

応
じ
た
巡
回
な
ど
を
実
施
、

ダ
ム
施
設
に
異
常
が
認
め

ら
れ
た
場
合
は
、
必
要
な

措
置
を
県
に
要
請
す
る
。

「
山
形
県
地
域
防
災
計

画
」
で
は
、
防
災
予
防
対

策
と
し
て
、
河
川
法
施
工

令
に
基
づ
き
点
検
、
耐
震

性
を
維
持
し
地
震
計
の
設

置
等
管
理
体
制
の
整
備
を

図
る
。

　災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

直
ち
に
被
災
状
況
調
査
を

実
施
、
ダ
ム
に
異
常
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
関
係
機

関
等
と
密
接
に
連
携
し
、

貯
水
位
制
限
等
の
対
策
、

止
水
処
理
な
ど
の
応
急
的

措
置
、
関
係
機
関
及
び
住

民
へ
の
通
報
を
実
施
す
る
。

　神
室
ダ
ム
は
、
重
力
式

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
方
式

で
建
設
さ
れ
、
そ
の
地
に

適
し
た
「
イ
コ
ス
工
法
」

が
用
い
ら
れ
、
地
下
浸
透

の
水
を
止
め
て
お
り
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
質
量
を
利

用
し
、
ダ
ム
の

自
重
で
水
圧
に

耐
え
る
の
が
特

徴
で
、
基
礎
岩

盤
が
堅
固
な
地

に
建
設
さ
れ
る

最
も
頑
丈
な
型

式
で
あ
り
、
地

震
や
洪
水
に
強

い
こ
と
が
利
点
、

県
に
よ
る
と
、

「
河
川
管
理
施

設
等
構
造
令
」

及
び
「
河
川
砂

防
技
術
基
準
」
等
に
よ
り
、

十
分
な
強
度
で
設
計
・
施

行
さ
れ
て
お
り
、
災
害
に

よ
る
崩
壊
の
危
険
性
は
想

定
し
て
い
な
い
と
言
う
。

町
長

　ほ
と
ん
ど
の
災
害

は
、
想
定
し
て
い
な
い
中

で
発
生
し
て
い
る
、
町
民

の
心
配
を
県
に
伝
え
る
。

看
護
師
養
成
機
関
の
設

置
を
期
待

矢
口
議
員

　最
上
広
域
看

護
師
養
成
機
関
の
設
置
に

関
わ
る
、
理
事
会
で
の
議

論
の
内
容
と
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

町
長

　現
在
３
点
の
手
法

が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　１
点
目
は
、
新
庄
・
最

上
の
高
校
再
編
に
合
わ
せ

て
、
看
護
師
養
成
科
の
設

置
を
県
に
要
請
す
る
。

　２
点
目
は
、
建
物
は
最

上
広
域
で
建
て
、
運
営
は

民
間
法
人
に
委
託
す
る
。

　３
点
目
は
、
最
上
広
域

が
直
営
で
養
成
機
関
を
建

設
運
営
す
る
。

　１
点
目
の
手
法
が
私
の

考
え
で
あ
り
、
提
案
で
も

あ
る
。

※
１０
月
１４
日
に
最
上
地
方

町
村
議
員
研
修
が
開
催
さ

れ
、
山
形
県
最
上
総
合
支

庁
保
健
福
祉
環
境
部
長

　

船
田
孝
夫
氏
か
ら
「
最
上

の
地
域
医
療
の
現
状
と
今

後
の
展
開
方
向
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
県
立
新
庄
病
院

の
改
築
や
町
村
医
療
機
関

の
連
携
や
看
護
師
等
の
不

足
、
今
後
の
採
用
等
を
学

ん
だ
。

大震災時の神室ダムの想定は

回答

地
域
づ
く
り
と
公
民
館

大
会
の
関
係
は

沼
澤
道
也
議
員

　毎
年
７

月
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域

公
民
館
大
会
の
現
状
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

テ
ー
マ
の
設
定
、
地
域
範

囲
、
手
法
等
に
つ
い
て
検

討
の
必
要
は
な
い
の
か
。

須
賀
教
学
課
長

　そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
け
る
課
題

発
掘
や
解
決
の
場
と
し
て

本
大
会
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
も
の
と
評
価
し
て

い
る
。
現
在
の
地
域
公
民

館
大
会
は
、
昭
和
５７
年
か

ら
開
催
さ
れ
今
年
度
で
３５

回
目
と
な
っ
て
い
る
。
開

催
地
域
も
当
初
８
地
域
、

途
中
で
小
学
校
区
４
地
域
、

平
成
３
年
度
か
ら
は
現
在

の
５
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

マ
ン
ネ
リ
化
の
意
見
は
あ

る
が
、
各
地
区
の
区
長
を

中
心
と
し
た
地
域
リ
ー
ダ

ー
の
主
体
性
を
基
本
に
実

施
さ
れ
て
い
る
。
本
年
度

は
、
東
郷
地
域
と
金
山
地

域
で
県
職
員
に
よ
る
地
域

づ
く
り
講
和
が
行
わ
れ
た
。

他
の
３
地
域
で
は
、
独
自

の
課
題
を
持
ち
寄
り
実
施

さ
れ
て
い
る
。

「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」

の
手
法
を
検
討
し
て
は

沼
澤
議
員

　地
域
の
状
況

や
課
題
は
多
様
な
も
の
と

な
っ
て
い
て
、
こ
の
地
域

単
位
で
は
掘
り
起
こ
せ
な

い
も
の
も
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。
「
小
さ
な
拠
点
づ

く
り
」
と
い
う
手
法
が
合

併
市
町
村
で
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、
も
っ
と
小
さ
な

範
囲
で
の
課
題
の
発
掘
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
夏
に
な
る
と
各

大
学
の
ゼ
ミ
も
多
く
来
て

い
る
の
で
、
こ
れ
ら
と
も

関
連
さ
せ
た
新
公

民
館
活
動
も
取
り

入
れ
、
各
集
落
毎

に
開
催
し
て
も
よ

い
の
で
は
と
考
え

て
い
る
が
如
何
か
。

教
学
課
長

　拠
点

づ
く
り
は
、
地
域

創
生
の
施
策
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い

る
手
法
で
「
意
識

の
喚
起
・
内
発
的

な
計
画
づ
く
り
」

が
土
台
と
さ
れ
て

い
る
。
時
代
に
即

し
た
新
し
い
地
域

振
興
計
画
づ
く
り

に
向
け
、
柔
軟
な

取
り
組
み
も
必
要

と
な
っ
て
い
る
し
、

旧
中
田
小
の
廃
校

利
用
で
関
わ
り
を
持
つ
東

北
芸
工
大
と
の
手
法
も
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

町
長

　公
民
館
大
会
は
、

来
年
で
６０
回
目
を
迎
え
る

が
、
是
非
、
自
由
活
発
な

意
見
が
出
て
く
る
地
域
公

民
館
大
会
に
な
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」

と
い
う
点
で
は
、
町
民
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
地
域
単
位
な

の
で
、
そ
の
地
域
の
多
様

な
課
題
、
意
見
が
出
て
く

る
の
も
確
か
で
あ
る
。
教

育
委
員
会
と
も
話
を
し
て

マ
ン
ネ
リ
に
な
ら
な
い
新

し
い
手
法
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

※
そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
か
し
方
に
つ
い
て

も
質
問
を
し
た
。

地
域
公
民
館
大
会
の
評
価
は

回
答

災害に対する町民の心配を県に伝える

マ
ン
ネ
リ
化
打
破
の
検
討
を

矢 口 政 一 議員 沼 澤 道 也 議員

平成27年度公民館大会

最上の地域医療の現状、今後について研修（10/14）

神室ダム


